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図3，現在の心情と要した時間
　　　　　　　　　　　　まとめ　一母親の心情に寄り添う支援の視点一
　自閉症児をもつ母親の心理的側面に関する質問内容は、マイナスの心情成分と前向きな心情成
分に分類された。マイナスの心情のうち8割を超える母親が感じていたのは、子どもの将来に対
する不安、子どもへの対応に関する困り感、精神的支えの必要性、の3項目であった。前向きな
心情は、子どもの成長・発達を実感した、障害を受け入れたと感じた、の2項目であった。マイ
ナスの心情と前向きな心情の選択割合を比較すると「強く感じた」を選択した人は前向きな心情
の方が相対的に少なく、前向きな心情をもつことの困難さを示唆している。また、3歳までに母
自閉症児をもつ母親支援を考える 47
親の7割以上が何らかの相談をしていた。マイナスの心情の多くは1歳前後から感じ始めていた
ことから、母親が子どもの行動が気がかりになり始める早い時期に相談できる機会や場所が必要
であろう。相談をする際の母親は障害に対する懸念と否認という不安定な心理状態にあること、
目の前の子どもにどのように対応すればよいのかという強い困り感をもっていること、を考慮し
た対応が求められる。初めて出会う支援者からの心情への配慮と専門的な助言が母親への精神的
支えとなり、長期的な支援につながると考える。
　また、子どもの将来に対する不安は相談や診断を受けた時から始まり、長期にわたってその状
態が続いていた。今現在も継続していると回答した人が多かった。将来の不安には、見通しのつ
きにくさやこれから直面するであろうさまざまな出来事に対する対処の仕方の分からなさが含ま
れているのではないだろうか。この観点からは、子どもが自閉症であることが告知された時点か
ら子どもの発達に沿ってその都度、将来的な見通しや展望を母親に説明することは母親の不安軽
減につながるものと考えられる。
　本研究から、母親は、自閉症児をもつことによって生起するマイナスの心情と前向きの心情の
両価的な気持ちを抱きながら、子どもの成長・発達を実感したり、周囲のサポートを受けたりし
つつ、より前向きな心情をもてるようになるのではないかと推測された。その内奥では、理性的
に障害と向き合おうとする気持ちとそれとは裏腹な情動との葛藤も大きく、自分を保ちにくい状
況に置かれていると思われる。その心情に共感し寄り添う支援になるよう考えることが課題であ
る。この点について、別稿にて．困難や不安に対してどのように対処し乗り越えてきたのか、乗
り越えるのに何が支えとなったのか、サポートする側に求めることは何か、を調査で得た自由記
述内容を質的に分析し、本稿で得られた結果と照らし合わせて考えていきたい。加えて、子ども
の成長・発達にともない母親の支援ニーズも異なってくると考えられるので、このことに関する
考察も合わせて今後の課題とする。
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